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第 1 次と第 2 次と第 3 次の調査の間には，19 年と 36 年という隔たりがあり，第 3 次調査
が 2 倍ほど離れている。
第 1 次：1953 年
第 2 次：1972 年　19 年後












Late Adoption of Honorifics 











図 1 を見よう。グラフの横軸が生年（10 年刻み）で，左が昔のお年寄り，右が今の若い
人である。縦軸は字数で，上は文が長い人，下は短い人である（下端が 15 文字であること
に注意）。点線は 1次，破線は 2次，実線は 3次調査を表す。第 1次調査は調査員の性質によっ
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査を通じて象形文字の「川」に似た右下がりの線が続いたので，「川の字」変化と名付ける。
また 1940 年前後に生まれた世代を見ると，半世紀前の第 1 次調査のときは 10 代で短く答







しかしデータの偏りのせいではないだろうか。このグラフでは，3 回の調査の 4 本の線が
右下がりパターンを示した。第 1 次岡崎調査のデータは 2 種類から成る。報告書で分析され
たのは，「熟練した調査員 6 人」P（Proper だが Professional とも呼べる）のデータで，愛知学




第 1 次調査の P と C の両方を考察対象にしてからは，第 3 次調査まで通しての傾向が見
やすくなった。学生調査員が回答を忠実に書きとらなかったという疑いもあった。しかし今
回の結果を見ると，P も C もほぼ同様の結果を記録している。大学の学生相手のときのほう
が，くだけた言い方の答えが得られている。文の長さ（字数）も短い。C 学生調査員の結果
は，大まかに見て，歴史的推移の一段古い段階を示すことが多い。図 1 はまさにそのとおり
で，第 1 次 C，第 1 次 P，第 2 次，第 3 次の順に左下から右上にならんだ。（人数の少ない
第 2 次の最高年齢層を除いてだが。）
年をとった人の回答が長いという傾向は第 2 次調査でも分かっていた（国立国語研究所








成人後採用 late adoption の例と考えることができる。
文の長さと加齢について，類似の現象は知能に関する大規模経年調査 Seattle Longitudinal 
Study でも観察できたという。老年心理学での知見に新たに論拠を加えることになるだろう。






期がある。ローマ字の S を斜めに倒したようなグラフを描くので，「S 字カーブ」という（井
上 2000，横山他 2007）。鶴岡の音韻とアクセントの項目では 4 回の調査結果が右上がりにき





2 次調査で適用された技法の「丁寧さの段階付け」を第 3 次調査にも適用した結果である。
回答文全体を 3 段階（または 5 段階）に分類したもので，文体として「だ体」「ですます体」
「でございます体」に分け，さらに，個々の表現や単語の丁寧さも考慮してある。まさに敬
語の中心課題で，第 1 次，第 2 次岡崎敬語調査の報告で主題になった。図 2 に示す。縦軸は，
丁寧な答えが上になるように示した。過去の報告書で，丁寧とされる回答を 1 にし，そうで



























102 国語研プロジェクトレビュー　Vol.5 No.3 2015
立ったが，中心課題としての丁寧さでも認められたわけである。これはコーホートの「実時









ory time」という第 3 の調査技法によって，成人がいつ新しい言語行動を認知し，採用する
かを研究すれば，新たな視野が広がるだろう（井上 2014b）。
第 1 次の P と C，および第 2 次の 3 本の曲線は，ほぼ同様のパターンを示すが，丁寧さの
程度（図中の上下位置）にはわずかに差がある。第 1 次では C よりも P のほうが丁寧である。
つまり，調査員が学生の場合よりも，調査員が研究者の場合のほうが，より丁寧な回答が示
されたわけである。そして，その両者のほぼ中間に第 2 次の線が位置する。第 1 次の P と C
の話者数はほぼ同数なので，両者を平均すると，第 2 次との差がそれほど大きくならない。
以下のグラフでも，第 1 次と第 2 次の線は，図 1 ほどにきれいに差が出ない。敬語について








ただく」を使わない。1 回だけの調査では確言できないが，第 1 次，第 2 次の調査結果と比
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Abstract: This paper reports some results from the Okazaki Survey of Honorifics, which is one 
of the NINJAL investigations that has continued over more than half a century. The length of 
survey replies（reaction sentences）is the starting point of the discussion. The theoretical back-
ground is discussed first, since the graphs from the three survey times show a pattern which has 










graphs of other honorific-related phenomena, the logical relationships between these phenome-
na are considered. In previous analyses of the -te itadaku form and “politeness” degrees in Oka-
zaki, the length of reaction sentences was an issue. Younger persons give shorter replies, al-
though the average length has increased each time the investigation has been conducted. It 
seems that the reply sentences have become longer over time because the use of -te itadaku and 
expressions of “politeness” has increased. A close relationship with the late adoption of honorif-
ics is apparent.
基幹型共同研究プロジェクト「日本語の大規模経年調査に関する総合的研究」
プロジェクトリーダー　井上史雄（国立国語研究所 時空間変異研究系 客員教授）
プロジェクトの概要
国立国語研究所では半世紀以上にわたり，山形県鶴岡市，愛知県岡崎市において，共通語・
敬語の使用に関する追跡調査（経年調査）・定点調査を行ってきた。これにより，話者の生
年の幅でいうと百数十年にわたる言語変化を知ることができ，実時間（調査年）と見かけの
時間（年齢）の変化や，同一人物の加齢による変化なども知ることができる。共通語化や敬
語変化の動向についての知見により，言語変化一般についても有意義な理論的貢献を行える。
